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☒  certainly [サ～トゥンリィ]

副 確かに、きっと、必ず

≪返事で≫ 承知しました。もちろんです。(= sure)

☒  exactly [イグザぁクトゥリィ]

副 正確に、ちょうど、まさに、≪返事で≫ (まさに)その通り

☒  age [エイヂ]

名 年齢、時代

☒  couple [カプル]

名 １組の男女、夫婦

≪a couple of ~ で≫ ① ２つの～ (= two)

② ２、３の～ (= a few)

☒  shine [シャイン]

動 輝く、光る【自動詞】

～をみがく【他動詞】

活用 ： shone [ショウン] / shined [シャインド]

– shone / shined – shining

※ 自動詞、他動詞で活用が異なる。

３単現形：shines [シャインズ]

☒  excite [イキサイト]

動 ～を興奮させる、刺激する

活用 ： excited [イキサイティド]

– excited – exciting

３単現形：excites [イキサイツ]

☒  private [プらイヴェト]

形 個人の、私有の (= personal [パ～ソヌル]) (⇔ public)

秘密の

☒  public [パブリック]

形 公の、公共の (⇔ private)

名 一般大衆、一般の人々
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Certainly. 『承知しました。/ もちろんです。』

※ とてもていねいな肯定の表現。

友達同士や親しい間柄では、All right. /

Sure. / OK. などを使うのがふつう。

→【単語帳 No. 40… sure】も参照のこと。

Exactly. 『まさにその通りです。』

※ 返事で Yes. のかわりに使うことも多い。

a young [an old] couple 『若夫婦[老夫婦]』

※ a couple of ~ には文脈に応じて訳し方が２つある。

① a couple of cats 『２匹のネコ』

② a couple of weeks 『２、３週間』

at the age of fifteen『１５歳のときに』

He looks young for his age.『彼は(彼の)年齢のわりに若く見える。』

※ この for は ｢～のわりには｣の意味。

in the Stone Age『石器時代に』

☆ 自動詞 ｢輝く、光る｣ の活用： shine - shone - shone - shining

☆ 他動詞 ｢～をみがく｣ の活用： shine - shined - shined - shining

The sun is shining. 『太陽が輝いています。』

Her face [eyes] shone with happiness.
『彼女の顔[目]は喜びで輝きました。』

Tom shined his shoes.
『トムは(彼の)靴をみがきました。』

The story excited the child. ※ 過去形

『その物語はその子供を興奮させた。』

Don’t get excited. 『興奮するな。』 ※ 過去分詞形

= Don’t excite yourself. ※ 現在形

a private school『私立学校』

a private teacher『家庭教師』

my private opinion『私の個人的な意見』

Private.『立ち入り禁止』【掲示】

a public school『公立学校』/ a public library『公立図書館』

(public) opinion『世論』 ※ public は省略されることもある。

private ⇔ public
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アクセント注意

☆【単語帳 No. 788… exciting ｢興奮させるような、わくわくさせる｣】、

【単語帳 No. 803…excited ｢興奮した、わくわくした｣】も参照のこと。
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